
 
- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

義家 

〔陸奥守兼鎮守府将軍〕 

平安時代⑤［院政期］ 

平
氏
政
権(

六
波
羅
政
権)

 

1167 年 平清盛（六波羅殿）が太政大臣に就任 

     ★平氏一門で官職を独占（→旧勢力からの反発を受ける） 

      ex. 平時忠「此一門にあらざらむ人は皆人非人なるべし」in『平家物語』 

1177 年 鹿ケ谷の陰謀（後白河法皇らによる平氏打倒計画が漏洩） 

    →藤原成親・西光（共に処刑）・俊寛（喜界島へ配流）を処罰 

1179 年 後白河法皇を鳥羽殿に幽閉（→のち平清盛による専制政治へ） 

    ★『梁塵秘抄』（後白河法皇が愛好した今様(流行歌謡)を集成(1180 頃)） 

1180 年 高倉天皇が譲位→安徳天皇（高倉天皇と平徳子の子）が即位 

①30 カ国の知行国・500 ヶ所の荘園 

  西国の武士と主従関係を結んで平氏の家人化し，地頭に任命 

②日宋貿易（正式な国交はなく民間商船の往来による私貿易） 

  輸出＝砂金･硫黄･刀剣⇔輸入＝宋銭･唐物（陶磁器･書籍など） 

 大輪田泊（摂津国）修築（のち兵庫津と改称→現在の神戸） 

 音戸瀬戸（安芸国）開削（安芸国の厳島神社参詣のため） 

［経済基盤］ 

安倍頼時・貞任父子（陸奥国の俘囚の長）が起こした反乱 

→清原氏（出羽国の俘囚の長）の援助を得て，源頼義・義家父子が平定 

平高望(←高望王)（曾孫） 

桓武天皇 

惟衡 

○ 

○ 

忠盛（鳥羽法皇の寵愛を得る） 

下総国（千葉県）の猿島を拠点とする平将門（平高望の孫）の反乱 

源満仲に密告により，醍醐天皇皇子の源高明〔左大臣〕が大宰府に左遷 

伊予国（愛媛県）の日振島を拠点とする藤原純友〔もと伊予掾〕の反乱 

平忠常〔前上総介〕が房総地方で起こした反乱→源頼信が戦わずに平定 

清原氏の相続争いに源義家が介入→藤原清衡を援助して，清原氏を滅ぼす 

隠岐に流された源義親が出雲に脱出して起こした反乱→平正盛が鎮圧 

天皇家の皇位継承・摂関家をめぐる対立が源氏・平氏を巻き込み武力衝突 

源義朝が藤原信頼と結んで挙兵し，藤原通憲を殺害，後白河上皇を幽閉 

良将 

頼義 

〔陸奥守兼鎮守府将軍〕 

頼信 

（河内源氏） 

満仲 

（多田源氏） 

(経基王→)源経基 

為義 

義朝 清盛（後白河法皇の寵愛を得る） 

忠正 

○ 国香 

貞盛 将門 

清和天皇 

頼政 

頼光 

（摂津源氏） 

○ 

正盛（白河法皇の寵愛を得る） 義親 

○ 

○ 

為朝 

［平将門の乱(939～940)in『将門記』］ 

［藤原純友の乱(939～941)］ 

［安和の変(969)］ 

［平忠常の乱(1028～1031)（源氏の東国進出の契機となる）］ 

［前九年の役(1051～1062)in『陸奥話記』］ 

［後三年の役(1083～1087)in『後三年合戦絵巻』］ 

［源義親の乱(1107～1108)］ 

［保元の乱(1156)in『保元物語』（鎮西八郎源為朝の活躍）］ 

（伊勢平氏） 

清衡（中尊寺金色堂） 

 

基衡（毛越寺） 

 

秀衡（無量光院） 

 

泰衡(滅亡) 

瀬戸内海の海賊 

平定で信任を得る 

［奥州藤原氏］ 

桓武平氏の祖 

清和源氏の祖 

摂関家と結び 

勢力を伸ばす 

①根拠地＝陸奥国平泉 

②政 庁＝柳之御所 

忠常 

○ 

○ 

Ｐ16 へ 

Ｐ16 へ 

Ｐ16 へ 

Ｐ20 へ 

（八幡太郎） 

①律令体制の変質（国司の権限強化→国司の課税率に不満をもつ有力農民が増加） 

 →地方政治の混乱（収納をめぐり，地方豪族・有力農民と国司の対立が激化） 

②各地で紛争が発生（地方豪族・有力農民が勢力を維持・拡大するため武装化） 

 →地方豪族が「兵の家」(地方武士団＝小武士団)を形成 

③紛争解決・鎮圧のため，国司は地方豪族を国衙に組織 

 →押領使・追捕使（諸国の反乱鎮圧や盗賊などの逮捕にあたる国司支配下の武士） 

④荘園・公領間の紛争が激化（荘園の増加によって荘園領主・国司が対立） 

⑤中央から軍事貴族を追討使として派遣（紛争解決・沈静化のため） 

 →軍事貴族が土着（地方武士団(小武士団)と主従的関係を結んで大武士団を形成） 

⑥武家の棟梁となる ex. 桓武平氏・清和源氏 

武家の棟梁＝ 

 

世
紀 

 

 

世
紀 

 

10 

11 

 
下人・所従 

家子（一族） 

兵（首長） 

開発領主層 

郎党（従者） 

隷属農民 

武士団 

 

大武士団 

主従関係 

図解ＮＯＴＥ［武士団の形成(10 世紀・11 世紀)］ 

都 

［平治の乱(1159)in『平治物語』（悪源太源義平の武勇譚）］ 

しし たに 

なり 

が 

ちか こう さい しゅんかん 

と ば おお 

からもの 

つね もと 

なか みつ 

より のぶ より みつ 

より よし 

よし ちか 

いえ よし 

よし ため 

ため よし とも とも 

たか もち たか おう もち 

くに 

これ 

かど 

か 

まさ もり 

よし 

さだ 

まさ 

ひら 

ただ つね 

きよ ひら 

もと ひら 

やす 

ひら ひで 

ひら 

まさ もり 

もり 

もり 

ただ 

きよ 

まさ ただ 

おう りょう ぶ つい し 

とう 

つわもの 

おん せ 

どの 

と 

けにん 

しょうもんき 

さしま 

ひぶりじま いよのじょう 

たかあきら 

ただつね かずさのすけ 

あべのよりとき さだとう 

た だ 

かん む 

どの 

ふしゅう 

ふしゅう 

のぶより みちのり 

もうつうじ 

むりょうこういん 

ちゅうそんじこんじきどう 

むつのかみ 

むつのかみ 

ちんじゅふ 

ちんじゅふ 

む つ わ き 

ただ つね 

あん な 

ろくはらどの 

じとう 

いえの 

とう ろう 

つわもの 

げにん しょじゅう 

院と結び 

勢力を伸ばす 

のち，義家への荘園の寄進が相次いだため，朝廷が禁止命令 

とまり わ だの 

Ｐ20 へ 

［Ｂ］平氏政権（律令制に基づいた貴族的性格をもつ一方，西国武士の家人化や日宋貿易など武家的性格を合わせもつ過渡的政権） 

きかいじま 

じん ひ しょう りょう いまよう 

ひょうごのつ 

あくげんた よしひら たん 

ちんぜいはちろう 
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りょう 

名主層 

こ 

派遣後に地方に土着 
軍事貴族 


